令和８年第８回守山市農業委員会総会議事録

第８回守山市農業委員会総会を市役所２階防災会議室において招集する。
令和８年８月10日
守山市農業委員会
会長　大﨑　恭義

１　議事日程　　
（1） 開会
（2） 議事録署名委員指名
（3） 提出議案
　　　　議第26号～議第29号
議第26号　　農業振興地域の整備に関する法律施行規則　第3条の２第２項の規定による守山農業振興地域整備計画の変更に対し、意見を求めることについて
議第27号　  農地法第３条第１項の規定による申請に対
し、許可をすることについて
議第28号　  農地法第４条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて
議第29号　 	農地法第５条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて
報告第32号～報告第36号
　　報告第32号  農地法第４条第１項第７号の規定による届
出の報告について
　　報告第33号  農地法第５条第１項第６号の規定による届
出の報告について
報告第34号  農地法第３条の３の規定による届出につい
　　　　　　 て
報告第35号  農地法第18条第６項の規定による賃貸借解
約通知について
報告第36号  諸証明書の交付状況について

２　出席委員
１　西　直幸　　　　２　大島　常弘　　　３　杉江　和
４　今井　清市　  　５　國枝　敏孝　　　６　西村　明弘　　　　７　中島　耕治  　  ８　田中　豊彦　　　９　岡本　良一　　　10　山本　麻紀代　　11　辰市　祐洋　　　12　寺田　安喜雄 　　13　九重　智子　　　14　山本　洋子      15　金川　和俊　　　16　深尾　円　　　　17　西村　潔　　　　18　今井　誠二
19　石田　佳寿 　 　20　金﨑　宏一郎　　21　秋山　新治　　　　22　千代　博　　　　23　木村　喜代子　　24　大﨑　恭義　　　　
３　会議に出席した説明員および書記
　　　説明員　　事務局長　武田　雅義
　　　局　員　　参事　　　寺田　篤司
　　　局　員　　専門員　　柿本　勝幸
　　　局　員　　指導員　　岡田　裕次
　　　農政課　　課長　　　野洲　好範
　　　農政課　　主任　　　村上　未希子
　　　　　　　　　　　　　　　　
· 事務局長
　　　本総会は委員総数24名中24名の出席があり出席者数が過半数に達しておりますので、令和８年第８回守山市農業委員会総会は、成立いたしますことをご報告申し上げます。
　　　　　　　（開会　午後２時00分）


· 議　長
　　　それでは、令和８年第８回守山市農業委員会総会をこれより開会します。
　　　議事に入るに先立ち、諸般の報告をいたします。
　　　本総会の提出案件は、許可案件３件、その他案件１件、報告案件５件の合計９件でございます。
　　　ご審議の程、よろしくお願いいたします。
　　　続いて、現地確認者は各地区の担当委員および今月の現地確認当番であります●●　●●委員と●●　●●委員です。
次に、会議録署名委員の指名を行います。
　　会議録署名委員は、会議規則第１８条第２項の規定により、３番　杉江　和　委員　
４番  今井　清市　委員
を指名いたします。


○議　長　（会議規則第７条議題の宣言）
　　　それでは議題に入ります。議第26号を議題といたします。書記に議件の朗読を求めます。
· 書　記　
朗読いたします。議第26号　農業振興地域の整備に関する法律施行規則第３条の２第２項の規定による守山農業振興地域整備計画の変更に対し、意見を求めることについて
以上です。
· 議　長　
　　　事務局長に提案理由の説明を求めます。
· 事務局長　　（会議規則第９条議案の説明）
ただいま議題となりました議第26号の提案理由を、農政課よりご説明いたします。
〇農政課　　（会議規則第９条議案の説明）
　　　農業振興地域の整備に関する法律施行規則第３条の２第２項の規定による守山農業振興地域整備計画の変更に対し、意見を求めることについてでございます。
　　【守山農業振興地域整備計画の変更を説明】
　　　以上で、議第26号の提案理由の説明を終わります。
· 議　長　
質疑を行います。質疑はありませんか。
　　（会議規則第１０条発言）　　「あり」の声あり
○●番　●●　●●委員
　　　農地所有適格法人にお勤めの方に、都市計画法施行規則第60条証明が出るのですか。
○事務局
　　　都市計画法に基づく開発許可が不要となる農業者の住宅であることについては、農業委員会が農地転用の審査の際に農業者であることを確認のうえ、農家住宅を目的とする農地転用として許可しますので、その許可をもって都市計画法施行規則第60条証明が交付されるものと考えています。
○●番　●●　●●委員
　　　農家住宅を建築する目的で青地を外そうとされるものなので、今の段階でしっかりと確認し青地を外さないといけないと思います。
　　　農地所有適格法人の構成員なら農家住宅が建てられるということですか。また、構成員には従業員も入りますか。
○事務局
　　　構成員には、常時雇用されている従業員を含むということを県の担当課にも確認済みです。
○●番　●●　●●委員
　　　この方が、農地所有適格法人の構成員であるということの確認はどうするのですか。
○事務局
　　　この方が勤務している農地所有適格法人からの雇用証明書で確認します。
○●番　●●　●●委員
　　　農地の転用については、農業委員会として審査をしないといけないが、申請者の資格については、農地所有適格法人の雇用証明書があれば適とするしかないのではないか。
○●番　●●　●●委員
　　　農地所有適格法人からの雇用証明書だけでいいのか、検討いただきたい。
○●番　●●　●●委員
　　　今回の事例が初めてなら、過剰な書類を求めるのも問題があるので、今後どのようなものを求めるかなど検討し整理する必要がある。
○議　長　　（会議規則第１７条第２項簡易採決）
　　　ほかにありませんか。ないようでありますので、直ちに
　採決をいたします。
　　　本件は、「意見なし」とすることにご異議ありませんか。
　　　（会議規則第１０条発言）　　「異議なし」の声あり
〇議　長
ご異議なしと認めます。よって、本件は「意見なし」とすることに決しました。

〇議　長
　　　続いて、議第27号を議題といたします。書記に議件の朗読を求めます。
· 書　記　
朗読いたします。議第27号　農地法第３条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて
以上です。
〇議　長
　　　事務局に提案理由の説明を求めます。
〇事務局　　（会議規則第９条議案の説明）
　　　ただいま議題となりました議第27号の提案理由をご説明申し上げます。
議案書４ページ、位置図はPDFの６ページからとなりま　　す。
これは、農地のままでの権利移動を行うことについての　許可案件でございまして、本委員会の決定を求めるものでございます。
今月は、２件でございます。

[bookmark: _Hlk216772080][bookmark: _Hlk216438133]１番の案件です。（位置図　7/35）
土地の所在地は、○○町 ○○○○　○○○○番　218平方メートルの田、現況は畑です。
譲渡人は、○○町○○○番地　○○　○○さん　○○歳。譲受人は、○○町○○○○番地　○○　○○さん　○○歳です。
[bookmark: _Hlk219379178][bookmark: _Hlk226448615]契約内容は売買。事由は事由欄に記載のとおりで、譲受人の現在の経営面積は、17.7アール、通作距離は、0.3キロメートルです。

　　２番の案件です。（位置図　8/35）
土地の所在地は、○○町　○○　○○○○番〇　200平方メートルの田です。
譲渡人は、神戸市〇区○○○○　〇丁目○○番地の〇　〇〇　○○さん　○○歳。譲受人は、○○町○○○○番地　○○　○○さん　○○歳です。
[bookmark: _Hlk234501115]契約内容は贈与。事由は事由欄に記載のとおりで、譲受人
　の現在の経営面積は、235.7アール、通作距離は、2.9キロメートルです。
　　以上の案件につきましては、農地法第３条第２項第１号から第６号までの各要件に該当または抵触しませんので、許可相当と考えます。
以上で、議第27号の提案理由の説明を終わります。

○議　長　
それでは、質疑に入る前に当該地の担当委員から、確認状況を報告いただきます。
　　　まず、1番の案件を●●　●●委員にお願いします。
〇●番　●●　●●委員
　　　事務局より説明がありました１番の案件ですが、カントリー横のバイパスに隣接した農地を耕作されている方が当該農地を取得されるということで、特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
○議　長　
　　　続いて、２番の案件を●●　●●委員にお願いします。
〇●番　●●　●●委員
　　　事務局より説明がありました２番の案件ですが、譲渡人の実家の農地を譲受人の法人が耕作をしていることから贈与をされるもので、特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
· 議　長　
それでは質疑を行います。質疑はありませんか。
　　（会議規則第１０条発言）　「なし」の声あり
○議　長　　（会議規則第１７条第２項 簡易採決）
　　　ないようでありますので、質疑を終結し、直ちに採決を
　　いたします。本件については、許可相当とすることに、ご異議ありませんか。
（会議規則第１０条発言）　　「異議なし」の声あり
○議　長
　　　ご異議なしと認めます。よって、本件は許可相当とすることに決しました。

○議　長　（会議規則第７条議題の宣言）
　　　次に、議第28号を議題といたします。書記に議件の朗読を求めます。
· 書　記　
朗読いたします。議第28号　農地法第４条第1項の規定による申請に対し、許可をすることについて
以上です。
· 議　長　
　　　事務局に提案理由の説明を求めます。
· 事務局　　（会議規則第９条議案の説明）
　　　ただいま議題となりました議第28号の提案理由をご説明申し上げます。議案書は５ページ、位置図はPDF資料の９ページからとなります。
こちらは転用を目的とする権利移動の伴わない自己転用の案件でございまして、本委員会の決定を求めるものでございます。
今月は２件でございます。

１番の案件です。（位置図　10～12／33）
こちらは、守山市内で唯一の営農型太陽光発電設備の一時転用の更新の案件です。
○○町　○○○　○○○○番　2,685平方メートルの内7.68平方メートルで、これは太陽光パネルを設置する建屋の支柱部分の面積となります。地目は畑です。
申請人は、○○町○○○番地　○○　○○さん　○○歳です。当該施設は平成26年から設置されており、３年ごとの一時転用許可が必要なことから、更新の申請をされたものです。
営農型ですので、太陽光発電設備（パネル）の下にビニールハウス温室を設置され、菌床シイタケを栽培されています。毎年２月に農作物の生産に係る状況報告がされており、年間75㎏の収量を維持されていることから、継続して営農されているものと判断します。
立地基準につきましては、農用地区域内農地（青地）ですが、３年以内の一時転用で位置が限定され、農業振興地域整備計画の達成に支障がないことから許可相当と考えます。
一般基準についても、周辺農地への影響等に問題はなく
農地法第４条第６項に該当しないため、許可相当と考えま
　す。

２番の案件です。（位置図　13～14／33）
[bookmark: _GoBack]申請地は、○○町　○○○　○○○番〇　27平方メートルで、地目は田ですが現況は宅地、同じく○○○番〇　11平方メートルで田ですが現況は宅地、２筆合計で38平方メートルです。申請人は、○○町○○○番地○　○○　○○さん　○○歳、および岐阜県大垣市○○　○丁目○○番地〇　○○○○○○○　○○○○○　○○○、○○　○○さん　○○歳。転用の事由は住宅用地で、平成23年に住宅の建築が行われ、門扉を設置するなど住宅敷地の一部として利用してこられた無断転用是正案件で、新たな工事があるものではありません。
立地基準の判断については、位置図のグリーンで囲った街区の面積に占める宅地の面積の割合が40％を超えていることから、第３種農地となります。
一般基準についても、周辺農地への影響等に問題はなく農地法第４条第６項各号に該当しないため、許可相当と考えます。
以上、議第28号の提案理由の説明を終わります。

○議　長　
それでは、質疑に入る前に当該地の担当委員から、確認状況を報告いただきます。
まず、１番の案件を●●　●●委員にお願いします。
〇●番　●●　●●委員
　　ただいま説明がありました1番の案件は、申請内容にも問題はなく現地確認も行い特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
〇議　長
　　　続いて、２番の案件を●●　●●委員にお願いします。
〇●番　●●　●●委員
　　　ただいま説明がありました２番の案件は、特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程よろしくお願いいたします。
○議　長　
　　　ありがとうございました。
○議　長　
続いて、今月の輪番の当番委員の方、何か補足することはございませんか。
· 当番委員（●●　●●委員）
　　　ただいま説明がありました２件の案件については、７月24日に現地確認しました。1番の案件は、現在収穫時期ではなく現物は確認できませんでしたが、特に問題ないと判断しました。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
〇議　長
　　　それでは質疑を行います。質疑はありませんか。
　　　（会議規則第１０条発言）　「あり」の声あり
○●番　●●　●●委員
　　　1番の案件は、営農型ということですが、生産量等確認はできていますか。
○事務局
　　　毎年２月に生産量等の報告書を提出され、確認を行っています。
○●番　●●　●●委員
　　　営農型の転用の審査をするので、生産量等の資料を付けてもらう方がいいのではと思います。
○議　長　　（会議規則第１７条第２項 簡易採決）
　　　ほかにありませんか。ないようでありますので、質疑を
　　終結し、直ちに採決をいたします。本件は、許可相当とする
　　ことに、ご異議ありませんか。
（会議規則第１０条発言）　「異議なし」の声あり
○議　長
　　　ご異議なしと認めます。よって、本件は、許可相当とすることに決しました。

○議　長　（会議規則第７条議題の宣言）
　　　次に、議第29号を議題といたします。書記に議件の朗読を求めます。
· 書　記　
朗読いたします。議第29号　農地法第５条第1項の規定による申請に対し、許可をすることについて
以上です。
○議　長
　　　審議に入る前に、本件の1番の関係者に委員がおられますので、まず、１番を除く案件を審議いたします。
· 議　長　
　　　事務局に提案理由の説明を求めます。
· 事務局　　（会議規則第９条議案の説明）
　　　ただいま議題となりました議第29号の１番を除く案件の提案理由をご説明申し上げます。議案書は６ページ、位置図はPDFの15ページからとなります。
こちらは転用を目的とする権利の設定・移転等の案件でございまして、本委員会の決定を求めるものでございます。

[bookmark: _Hlk236658553]２番の案件です。（位置図　18～19/33）
申請地は、○○町　○○　○○○○番　89平方メートルの畑で現況は宅地です。譲渡人は、守山市○○町○○○○番地　○○　○○さん　○○歳。譲受人は、○○町○○○○番地　○○　○○さん　○○歳です。お二人は親子です。
譲渡人が、土地を取得した時期および原因は記載のとおりで、契約内容は使用貸借。転用の事由は住宅敷地です。申請地は平成３年に農家住宅の建築を行った宅地に隣接しており、住宅敷地として一体的に利用してこられた無断転用是正案件であり、新たな工事が行われるものではありません。
　　　立地基準の判断については、集落内であり、住宅等が連たんしている区域内であることから、第３種農地となります。
一般基準についても、周辺農地への影響等にも問題はなく農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可相当と考えます。

３番の案件です。（位置図　20～21/33）
申請地は、○○町　○○○　○○○番　1,276平方メートルの田です。譲渡人は、○○町○○○番地　○○　○○さん　○○歳。譲受人は、大津市○○○　〇丁目〇番○○号　株式会社　○○○○○○〇　代表取締役　○○　○○さんです。
譲渡人が、土地を取得した時期および原因は記載のとおりで、契約内容は売買。転用の事由は駐車場です。○○○○○○〇は、申請地と水路を隔てて北側の土地で現在工場の建築工事中であり、今後の事業展開を見越して、工場敷地外に従業員駐車場が40台必要であるとされています。申請地の南側は分譲住宅地の調整池となるため、隣接する農地はありません。また、500平方メートルを超える計画であり、市の開発事業同意を必要とするため、同時に手続きを進められています。
立地基準の判断については、水管等２種類以上埋設する道路の沿道で500ｍ以内に２以上の公共施設（○○○○○○、○○○○○○）があることから、第３種農地となります。
一般基準についても、周辺農地への影響等にも問題はなく農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可相当と考えます。

４番の案件です。（位置図　22～23/33）
申請地は、○○町　○○　○○○番〇　135平方メートルの田で現況は宅地です。譲渡人は、守山市○○町○○○番地　○○　○○さん　○○歳。譲受人は、欲賀町○○○番地の〇　○○　○○さん　○○歳、○○　○○さん　○○歳です。
譲渡人が、土地を取得した時期および原因は記載のとおりで、契約内容は売買。転用の事由は住宅敷地です。この案件は、昭和61に住宅の建築を行った際に隣接の他人の農地へ建物がはみ出していたという無断転用是正案件であり、新たな工事が行われるものではありません。
　　立地基準の判断については、集落内であり、住宅等が連た
んしている区域内であることから、第３種農地となります。
一般基準についても、周辺農地への影響等にも問題はなく農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可相当と考えます。

５番の案件です。（位置図　24～25/33）
申請地は、○○町　○○○　○○○〇番〇　245平方メートルの田です。譲渡人は、○○町○○○番地の〇　○○　○○さん　○○歳、譲受人は、○○　〇丁目〇番○○号　株式会社○○○○　代表取締役　○○　○○さんです。
譲渡人が、土地を取得した時期および原因は記載のとおりで、契約内容は売買。転用の事由は１区画の分譲住宅地です。
備考欄に記載のとおり、申請地は○○町地区地区計画内であるため、例外的に宅地造成のみの許可が可能となります。
　また、都市計画法の開発許可に該当します。
[bookmark: _Hlk187054268]立地基準の判断については、集落内であり、住宅等が連たんしている区域内であることから、第３種農地となります。
また、一般基準についても、周辺は宅地であり、農地への影響等に問題はなく農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可相当と考えます。
以上、議第29号の２番から５番の提案理由の説明を終わります。
○議　長　
それでは、質疑に入る前に当該地の担当委員から、確認状況を報告いただきます。
まず、２番と３番の案件を●●　●●委員にお願いします。
〇●番　●●　●●委員
　　ただいま説明がありました２番と３番は、特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
○議　長
　　　続いて、４番の案件を●●　●●委員に確認状況の報告　　をお願いいたします。
〇●番　●●　●●委員
　　ただいま説明がありました４番は、特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
○議　長
　　　続いて、５番の案件を●●　●●委員に確認状況の報告　　をお願いいたします。
〇●番　●●　●●委員
　　ただいま説明がありました５番は、以前から開発されていた場所で一つだけ残っていた農地で、特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
○議　長　
　　　ありがとうございました。
○議　長　
続いて、今月の輪番の当番委員の方、何か補足することはございませんか。
· 当番委員（●●　●●委員）
　　　ただいま説明がありました案件については、７月24日に現地確認したところ、特に問題はないと判断しました。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
〇議　長
　　　それでは質疑を行います。質疑はありませんか。
　　　（会議規則第１０条発言）　「なし」の声あり
○議　長　　（会議規則第１７条第２項 簡易採決）
　　　ないようでありますので、質疑を終結し、直ちに採決を
　　いたします。本件は、許可相当とすることに、ご異議ありませんか。
（会議規則第１０条発言）　「異議なし」の声あり
○議　長
　　　ご異議なしと認めます。よって、本件は、許可相当とすることに決しました。
○議　長
　　　続いて、本件の１番を審議いたしますが、本件については関係者に委員がおられますので、「農業委員会等に関する法律第31条（議事参与の制限）」により、議案の関係者である委員に退席していただくこととなります。
したがいまして、本件の関係者である、
議席番号●番　●●　●●委員、
に退室を求めます。
　　　　（１名の委員　退室）
· 議　長
　　　事務局に本件１番の案件の提案理由の説明を求めます。
· 事務局　（会議規則第９条議案の説明）
　　　ただいま議題となりました議第29号の１番の案件の提　案理由をご説明申し上げます。
申請地は○○町　○○○　○○○番　637平方メートル田です。譲渡人は、○○町○○○○番地の〇　○○　○○さん　○○歳。譲受人は、農事組合法人　○○○○○○　代表理事　○〇　○○さんです。
譲渡人が、土地を取得した時期および原因は記載のとおりで、契約内容は売買。転用の事由は農業用倉庫・農機具置場などの農業用施設です。○○○○○○は、現在の農機具および資材倉庫が大型機械の導入で手狭となったことや、常時雇用されている従業員の休憩施設がないなどの問題を抱えられており、守山市から農業経営改善計画の認定を受け、施設を整備されるものです。
立地基準の判断については、農用地区域内の農地ではありますが、備考欄に記載のとおり令和８年４月28日付で農業用施設用地への軽微変更が終了しており、市の農用地利用計画で指定された用途であることから例外的に許可が可能となります。
一般基準についても、周辺農地への影響等に問題はなく農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可相当と考えます。
○議　長　
それでは、質疑入る前に当該地の確認状況の報告を●●　●●委員にお願いします。　
· ●番　●●　●●委員
事務局より説明のありました1番の案件は、現地確認を
行い特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。　
○議　長　
続いて、今月の輪番の当番委員の方、何か補足することはございませんか。
○当番委員（●●　●●委員）
　　　ただいま、報告のありました１番につきましては、７月24日に現地確認したところ、特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
○議　長　
　　　ありがとうございました。
· 議　長　
それでは質疑を行います。質疑はありませんか。
　　（会議規則第１０条発言）　「なし」の声あり
○議　長　　（第１７条第２項簡易採決）
　　　ないようでありますので、質疑を終結し、直ちに採決を
　　いたします。本件の１番は、許可相当とすることに、ご異議ありませんか。
　　　　　（会議規則第１０条発言）　「なし」の声あり
○議　長　　（会議規則第１７条第２項 簡易採決）
　　　ないようでありますので、質疑を終結し、直ちに採決を
　　いたします。本件は、許可相当とすることに、ご異議ありませんか。
（会議規則第１０条発言）　　「異議なし」の声あり
○議　長
　　　ご異議なしと認めます。よって、本件は、許可相当とすることに決しました。
○議　長
　　　それでは、●●　●●委員 
に入室を認めます。
　　　　（１名の委員　入室）

○議　長
　　　次に、報告事項に入ります。
　　　報告第32号から第36号までを、一括して書記に報告を求めます。
· 書　記　
　　　報告いたします。
報告第32号　農地法第４条第１項第７号の規定による届出の報告について
３件の届出です。内容については記載の通りです。
報告第33号　農地法第５条第１項第６号の規定による届出の報告について
３件の届出です。内容については記載の通りです。　　　　　　
報告第34号　 農地法第３条の３の規定による届出について
２件の届出です。内容については記載の通りです。
報告第35号　 農地法第18条第６項の規定による賃貸借
解約通知について
13件の通知です。内容については記載の通りです。
報告第36号　諸証明書の交付状況について
　　　　　　１件の交付です。内容については記載の通りです。
  　　　以上です。
· 議　長　　
　　　　ご苦労様でした。以上で報告を終わります。
　　　　報告ですが、何か質問はありませんか。
　　　　　　　　　　　「なし」の声あり

〇議　長
これを持って、本日の議事日程及び本総会に付議された案件の審議は全て、終了いたしました。
　　　　各議案について、慎重にご審議を賜り、ここに無事終了致しましたことを、心からお礼申し上げます。
これにて、総会を閉会致します。
　　　（閉会　午後２時50分）　　　


農業委員会等に関する法律第３３条の規定により、この議事録を作成した。 
令和８年８月20日 
守山市農業委員会 
会長　大﨑　恭義

守山市農業委員会総会会議規則第１８条の規定により下記
に署名する。
 　　　　　　　　　　　　　  　３番　杉江　　和  委員　   　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 　４番　今井　清市　委員
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